
漏水対策工事におけるＩＣＴ活用（土工）
【工事概要】

一級河川吉野川の漏水対策工事の現場において、堤防盛り土施工でＵＡＶを使

った空中写真測量による３次元測量データを取得し３Ｄ設計を実施。

この設計データを入力したＩＣＴ建設機械によるマシンガイダンス施工を実施し、

施工完了時においても空中写真測量による出来形管理を行い、測量・設計から施

工、検査に至るまでの効率化を図るものです。

①ドローン等による３次元測量

ドローン等による写真測量等により
短時間で面的(高密度)な３次元測量
を行い、３次元測量データを作成。

②３次元測量データによる
設計・施工計画

処理ソフトを使用して
設計図面から３次元
設計データを作成し、
３次元測量データを
重ね合わせ、差分か
ら施工量を自動算出。

③ICT建設機械による施工

３次元設計データを入力した
ＩＣＴ建設機械をマシンガイダン
スで施工を実施。
＊丁張りに依らない効率的な
施工を実現。

④検査の省力化

ドローン等で完成後の３
次元測量データを作成し、
３次元設計データと重ね
合わせて出来形の確認・

検査を実施。出来高の書
類等が不要となり検査項目
が半減。
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